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論 文 内 容 の 要 旨

(Ⅰ) 制癌剤を腫痔に局所使用 して制癌効果を高める目的で乳歯液 (E m ulsion) を作成 した｡

まず乳濁液を生体に注射 した場合, その吸収, 排浬, 血中濃度および淋巴節への集積度合を放射性同位

元素 1131 を指標として, 犬およびマウスで検討 したが, 対照水溶液注射例と比較 し, 注射局所, 所属淋巴

節により長期間とどまり, また高い血中濃度を持続 した｡

次にマイ トマイシンC , テスパ ミンおよび放射性同位元素 P32 の各乳濁液をつ くり, エール リッヒ腹水

癌移植マウスにおいて, 腹月室内直接注射を行なって, その制癌効果を検討 した｡ その結果, 乳濁液として

投与すれば水溶液として投与 した場合よりも幾分制癌効果が大きかった｡ また臨床的に乳癌腰疾内にマイ

トマシンC および P 32 の混合乳濁液を直接注射 して, 別出腰蕩および厳嵩淋巴節の所見を検討 したが, 乳

濁液注射例においては月夜嵩淋巴節に変性の像が著明であった｡

(II) 炎症性反応がエール リッヒ腹水癌の発育に如何なる影響を及ぼすかを, Starch grainsおよびBac-

terial polysaccharide を使用 して検討した｡ すなわち Starch grains として A rrow root を用い, その リ

ンゲル氏液15% 浮瀞液を調整 して, エール リッヒ腹水癌移植マウス腹腔内に注射 し, 癌発育阻止作用を若

干認めたo

Bacterial polysaccharide としては大腸菌波液を使用 したが, その制癌効果は Starch grains に比べて

劣 っており, 投与期間中は癌発育はある程度阻止 されるようであるが, 投与終了後全例速かに腰痛死 した｡

(Ⅲ) 制癌剤および催炎性多糖類の併用投与を行なったが, 期待 したほどの制癌効果は得 られなかった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

1) マイ トマイシンC , テスパ ミンおよび放射性同位元素 P 32 の各乳滝液をつ くり, エール リッヒ腹水

癌移植マウスめ腹腔内に直接注射を行なったところ, 水溶液として注射 した場合よりも幾分制癌効果が大

きかった｡ また人間の乳癌実質内に同様の注射を行なった結果もほぼ同様であった｡
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2) 殿粉末の リンゲル液浮済液を同上腹水癌マウスの腹月室内に注射すると若干の癌発育阻止作用を認め

た｡ これにはんして大腸菌波液ではかえって殿粉末よりも制癌作用がおとっていた｡

3) 上述の制癌剤および催炎性多糖類の併用注射でも期待 したほどの制癌効果は得られなかった｡

このように本論文は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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